
 第1章 はじめに (本編P.1～3) 

1.方針策定の背景・目的 

 公共施設等の課題を整理し、その対策の方向

性を明らかにするための公共施設等総合管理方

針を策定し、行政経営の視点から総合的に企

画、管理及び運営を行う公共施設等マネジメン

トを推進します。 

 

2.方針の位置づけ 

  「富士見市総合計画」に基づき、公共建築物

とインフラ施設の適正な管理や利活用等につい

て定めるものです。 

 

富士見市公共施設等総合管理方針（改訂）概要版 

【方針の位置づけ】 



3.計画期間 

 公共施設の修繕、改修その他維持管理が長期に及ぶことを考慮し、令和3年度から令和42年度までの40年間とします。 

 

4.対象範囲 

 対象は本市が管理する公共建築物及びインフラ施設とします。 

 
【対象範囲】 



第2章 公共施設等の現況及び将来の見通し (本編P.4～18) 
 

 公共施設の保有量、有形固定資産減価償却率等の市の現況を分析し、過去に行った対策の概要や人口推計も踏まえ、将

来の見通しを示しています。 

 公共施設等の維持管理・更新等に係る中長期的な経費の見込みとしては、令和3年度以降の40年間で、耐用年数経過時

に単純更新した場合は年平均約78.1億円が必要ですが、後述する第3章の「4．公共施設等の管理に関する基本的な考え

方」に基づく長寿命化等を実施し

た場合は年平均約62.7億円に低減

します。 

 しかし、この平均約62.7億円で

も、過去5年間における更新等費用

の平均実績額が約58.3億円であり、

今後は年平均約4.4億円の増加が見

込まれます。 

【公共建築物及びインフラ施設の更新等費用の見通し（長寿命化等を実施した場合 】 



第3章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針 (本編P.19～26) 
 

1.現状や課題に関する基本認識  

 「老朽化等への対応」、「限られた財源での対応と費用の平準化」、「市民ニーズの変化への対応」が課題となってい

ます。 

 公共施設の保有量、有形固定資産減価償却率等の市の現況を分析し、過去に行った対策の概要や人口推計も踏まえ、将

来の見通しを示しています。 

 

2.基本目標 

（1）安全な施設の持続的な提供 

 施設の老朽化対策や修繕等を適切に

行い、安全な施設を持続的に提供して

いきます。 

 このため、施設の老朽化対策や修繕

等に係る計画の進捗を管理するための

指標を右表のとおり設定し、適正な投

資を計画的に行います。 

【計画投資率※の期別目標値】 



（2）施設保有量の最適化 

①社会情勢の変化に合わせた施設運営 

 基本構想に掲げる「実りある暮らし」、「充たされたつながり」、「恵まれた生活環境」及び「成長の継続」によ

る理想の“未来”を目指し、多世代の市民が多目的に利用し、人と人とが交流することができるよう市民ニーズや、社

会情勢の変化に合わせた施設の機能と保有量の最適化を図ります。 

 

②健全で持続可能な財政運営につながる資産経営 

 個別施設計画に基づき維持管理を行い、費用の平準化を図るとともに、今後40年間における削減目標を下表のとお

り設定します。 

  

保有し続けた場合の費用の

見込み 

（億円/年） 

a  

経費の削減目標  
充当可能な費用の見込み※ 

（億円/年） 

b  

削減金額 

（億円/年）c=a-b 

削減割合（％） 

d=c/a×100 

78.1 58.3 19.8 （25.4％） 

【40年間における削減目標】 



3.全庁的な取組体制の構築及び情報管理・共有方策 

（１）公共施設等マネジメント推進委員会の設置 

本方針の取組を推進するため、公共施設等マネジメント推進委員会を設置して庁内の合意形成を行っています。同委

員会には、下部組織として、個別事項を調査・検討する建物部会とインフラ部会を設けています。 

 

（２）公共施設マネジメントシステムによる情報の管理・活用 

固定資産台帳を活用して構築した公共施設マネ

ジメントシステムにより、公共施設の改修や維持

管理等に関する情報を一元的に管理することで庁

内の情報を共有化し、日常管理や計画の策定等へ

の活用を図ります。 

 

（３）新たな技術等の導入 

ICTやドローン等の新技術の活用を積極的に研究

し、費用縮減、管理の効率化等に努めます。 

【本計画の取組体制】 



4.公共施設等の管理に関する基本的な考え方 



5.ＰＤＣＡサイクルの推進方針 

（1）市民との情報共有  

 市の公共施設等マネジメントに関する情報を市ホームページに掲載するほか、必要に応じて市民アンケートやパブリッ

クコメント等を活用し、市民との情報の共有を図りながら、本方針の推進を図ります。 

 

（2）方針の見直し 

 本方針の進捗管理に当たっては、

「富士見市公共施設等マネジメント

推進委員会」において、各年度の対

策の進捗状況などを確認します。設

定した目標指標に照らし、毎年度評

価を実施することとし、当該評価の

結果に基づき、必要に応じて適宜本

方針を見直します。 

【フォローアップの実施のイメージ】 



第4章 施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 (本編P.27～36) 

1.公共建築物 

 公共建築物についての今後の方向性は、個別施設計画に基づき、計画的な維持管理や効果的な施設運営等を図るととも

に、施設点検マニュアル及び劣化状況調査マニュアルに沿った日常点検・定期点検を行い、施設を適正に管理します。 

 また、学校教育施設については、少子化の状況等を勘案し、施設の再編を検討します。 

その他の施設類型に該当する施設については、市民ニーズや施設の利用状況等を踏まえた再編を検討します。 

2.インフラ施設 


